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大挙 に威 薮奉 じてか ら5寒 削 二年為 oは じめ のろか よ.太尊 には盈ぞrの塵

賂 ゑ且つ 且のが､ぁるろが ′ 憾 す ると-ころは衛藤感廃 っ ての鼻嫁 の顔 見 の虜 ビ

あ I)′ この適に腰-太 公約巌 鮒 の-教 が象 られ る毒a)と思 い込Lで 日 産D とこ

ろが嫁が たっ につれて ノ そ の永 常ノ虞 命,及 び､厳命渡 嘉 の方法 などの点 で.

闇 の昇 る終 に姦 しい慮護 が あ lj,また間 -の 番にあって私大 孝義-にがな ()の

感嵐 がある こと忠知 っ た ｡ それ ば､か()で 恵 く′凄 くから大濠 に鹿 を姦 じてい

る人々の 鱗 に35台己の慶 する大濠 の度路 の嵐が .よ きに つけ悪 しき にっ 伊.

太等の翠 である と思い こん といる としか憂 え患 い ような奮 い方か され こいる

の を聞い て廉 い こいる深廉 である ｡

勉は これ患ビにこの方衝 に麻 に沈潜 をお クて撃料 を集 めt=わけで はない姓

私 の解鹿 の乗 鍔 iこおいて′大 草 に虹次 Q)よ ちな色 マの艦感 のlbのが あ為よ ら

二､:-,_/I: -･=,7)一一-日昌 で･_. r･ .. 且.-､＼号 :㍗.ノ.･ ./慮 .I,-,､.言 p: I.､＼

qJの ぼその産 生か /3塗私 の初輝 に凝 り_起源は.膚 匪幽な も ので あっ {=｡

盛 J'て荘 厳細 の財産 を蕗 黍′ /去･建 艦 か ら /9姓紀 にかけt藤 生 した各 日の
静政 の軒家よ り亮暑 い歴 壷を終 って いる O 身 L3㌦ 百本 ゼ桓かま Lい ｢大 き の

鹿瀬Jは, このよさ盈乗 付 けを誹 って 叢生 したものぞあるク そ しこ .ドソ ツ

の太尊ゼ よ く黍 われ t いる r 節 乾 の自薦f教磯 の短慮了澄 轡 の虫歯 ｣ は各 日

に象 る恵 で ′巌 象 の姦こそ あれ ′簡 ヨ -ロ･ソ′ぞ渚登 ビ産廃 蕨 さ九 て いる ク 汝

電 すべ き ば 一単修慶 額 にある澄 鮭t=与 え られ {=替署 の 貞盛で あ ()尊顔 義 広大
挙恵庭 える こ とも 自由であ る っ しか し入塗J#感 は ′巌 -晦 の赦蚤 を東森 に各

港 してい klナ丸 底ヾ与 え 産れず I 卒寮 が飢 ＼イく{)にはノ大 き餐野鼠 衆 の資 力産

前鐙 とす る鹿演 J例 えば＼ 祭者 ′ 獲軌 攻痴患 ′轟戚教 轡 ∴ 法嬢象寒 !=なる

た め には.萄療 寛厳 の常 門が あ る , 大 挙の転潜 は このよ うな歴 史約 ･制 度帝

の密教 の下に避 雷 さ丸J膚 保 され こ来 た .

い ま- つの頗 製 か ′ イ窄､リ スのオ グズ フォ -ド∴ )7ンブ リッジ一審 の よい大

祭 に象出 され る,, ここ引 宣教肇 は ,)人賂 の鶴泊 ･教感 の和 上 ′と,2)- つの

ギ i,プf)ン麦畑 だとする車間 を嵐 して の錬 薮 ′を敷 金 it.妾方法 か､も ら九て い

る 一老 して審一審の太めには し寮餐 jがぶか永 /厳密 のため (=は

F-こ-物 (単勘 が おかれ て い飢 学 生の督 療望浩 鑑 ′ 色治 にゆ ぎねら
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九でいる面もあ るろが .金銀 ヒLtli:物 の教 官の厳愛 な薗老 ヒ滑落

の下ヒ行 われる9捜 し顛孜 の入射 こu:⊂物 が な し 居 れ物 のみのも

のか多いようであJ6,圧=二筋ヨ ーロ ッパ の大登 には .司底 や弁 慶 麿務覇 のよ

うな r 藍‡立 ｣ の大草 はないが .威顔 .教 密の各港 は国教 とDjって女 われ でい

るとい う.

大西洋 をこえf=来 園で は J ノ＼-,it一卜,tL,ユ-ル のような塵 郵以 前か らの古

い歴史 を粋 っ大学か らノ西漸温 熱の進 行につれ亡 .碑滋 の促進 を日展 としこ

設 けられ た州立大澄 .更にまた来観定 番 の怒菓ヒ井 に,素 姓私未 か ら争進路

にかけて富象財錦轟 の卑産 を中廟 として汲塵 され r=大草 ′剰えLf､i カゴ大蛍

のよ ら丘こLの′など色々ある,しか し制度 その=んの とし-L/i廃線 の日永 の新

制 大草 の基 婆 とな っ左 よちな解式 i=とって(1る ｡そ し亡席象 ′教贋 の面引 よ.

娼蛍 の自由がノ碇保 よれているよるである . しか し′私 案の盟 を面に つし､て象

ると.学長 をや tu:とする後事客 の暦理者 が娼 当 C)鹿隊 を待ち.教硬倉か大草

逮_宮 の東 宝鹿 を蕗 っtいるわけ･ゼ (£な い.

1-方草生 の単,ぶLことの卓由 は.阜攻.科 目の選歌 の面で保たれ こ(､ることは

云 うまでユな いが′東嶺 決定贋 はオ リi ンデ ーLヨン ヒガイダ ンスが厳重 に

行h九 ていて尊者斜一貫の罪枚 しの数 次 の自由が､ぁるわけで はない ,使泉と貴

賓は亜麻 愛像 め ′単底 の膚強 はそkLが クレデ ィッ トと云 ち衷 吸で示 され tい

る温 (),厳 密の社会 に称 する貴慮とい う嵐 息 か ら′単 生の曽b /こう寸する保証

の私ゼ行われb.単軍 の jy年額は凄 ,l＼隆の庭草泉番年限でぁる に当 (),学生

の魔力桓身且 泰横暴の個 人緒 の理 由 にi って名人が 白土糸目こ決 め丸 ばよ い s

凍 産圏 の大草 は国立 で ′ この度 配本の国立大尊 と同Lrゼ ある｡学生 の阜攻

の渡吠 その他 がカ＼な ()の絶軌 の下に嵐かれ ている と聞 くが ′ 蘇 しい こと(去知

らな い ｡

都 ′,3て 冒A v)大草 はどらとあろ うか ク太 が軒 では . 琴丘 と私 立 と亡li直覚

の蓉官 か遣 い ,また各 軌血軒 私 立間の間で謎乱立暑蕗か らの歴 史的背景 の

塵盤_に よ って厳 マであ ()/その儀 大 公新教鱈の性格愛しJぎ ()出すことL容易
でな い -J 象 って入寮閤超 rL軒 する意見 も′酸 の払方宜級めてよちよち七､め
る ジ この こと広義虹 車がま しい大草密度閣超 につし＼て=Lうかが う ことが どき

る｡義 うまでも悉く′牽覇.,患鯨 の葛由娃最盛の炭 鉱 する ところどある b こ

の点か 定盤折麻 としてtの水 蜜に紅.拳 闘薗新風 の貞由 と/野兜奴展 の輿泉 ′教

膿 の畠宙が 頃習関に約束 f_来 て いる d こA,Lを虜 保 するた裾 こ蛙,庵 の為 政各

橡力著 の意見 によ って これ らの官爵が虞_蜜よれ るニ ヒのなし､よ b(こ′国立の

揚金でも蹄乾 ヒ教膏 の塚で ある都 夜宴 ′厳重感 に朱感奮 変改 どが厳 粛込 むこ
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ヒのないよちな慣例 ヒ怠 つくいる｡故金 はこのことを 酋感 とし.馨廉 の泉貌

ユ ニ九 を褒 めて行動の⊥ に らつ して いる _

ヒころか一一オ.公塵 を串 る社会威容の償ノ簿 とい うオ鹿 から見ると. 別 の患

えもで て くる 0 歳 うまで もな く /大境 牡親 風 で｣ま射 L , 大草にば督廉擾 :/,鶴

判腹立患 い ｡よた囲象盈鹿 の⊥ か らは′立法 ノ行 政 ′司 法の三鷹 は澱 瓦 に希

良 し.そのノミ､タンス の⊥ l二親尋か保 左九 る正飽 ヒ息 -,t いるか .鞄 虹塵 堀の

#者一 軒監客ヒ底 こILらに匹敵す る廃 立の凝 吸は与 え られこおらず,符妖魔

の下 ヒ敷かれ tL＼る .そ して ,革薮 の主席者 で ある雷魚 に貯 しこV)′廃 止大

豊 に蘭ナる賓 庇 は′文部大 畠が 東方 こ とにな ヮくいる ･,そら産,Zjと史蓄電大鑑

に貴LL JgLけあ っこ,経巻礎 を:L金 L:摩輝 かない U)はき三かしこな ZE) , 文部入 監

広末 窒鮭下と逢って易徽 引 ま意 いか定である ｡ このように藷寮 する と .久慈
に 人重 な夏に付 して選好舟 の畠)bL+0度が あるのはおかしくな j5,

このi らに/愚妹 と喜 ろよ うな国象 の式 ､ソグ/ボーンヒも去る′こき患費 に爾

たされ ている森感 で4.-方 の茶番 オ 言,廉覇 きれ を線量 と.舷ガか らの膚 覇

による裁果 ヒでは-乳矛麿 す るような磨泉か､で るoこ ゝに風采 に弁洛 Lt行

うため (:は,盾 j5･鹿 カ＼らのアプ ロ一手 による多 くの結審 の払巌 の上 に宜 って

の嵐金判断 か庭草 となるゆえL が ある ,拳固の軒で ある大草 の盈虐 こそは,

頭⊥ の こ とを十 二射 こまさよえ-i.虜融 と承孝 ある方豪 を見出 す走 らと劣 め

な け丸 tエーな らない q
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